
合同
常任委員会 　定例会８日目（3月14日）総務・文教厚生・経済建設の合同常任委員会を開催。

上程された議案について執行部に詳細な説明を求めた。

学校施設空調設備の件
〈山室議員〉
設備の総事業費及び歳入減等の説明を。

〈教育委員会事務局長〉
工事については6校上げている。3校（久木野小・南西小・

南中学校）は交付金事業、統合を控えている3校は起債
事業、電気と比較するとランニングコストが約100万円
違うので、ガスの導入を考えている、事業総額は2億
2,700万円。交付金事業についての補助額は事業費の3分
の1の補助。

ワイン用ぶどうの試験栽培、
色選別機導入の件
〈笠野議員〉
ぶどうの種類、棚の設置費用、詳しく説明を。また色選

導入に至った経緯を詳しく。
〈農政課長補佐〉
3月12日、菊鹿ワインへ視察。収入は100万円/10a前後、

加工用は高い。ぶどう棚は平棚を設置することによって
栽培しやすく、労力節減にもなる。品種はソビニオン、
ハウスを使うことで水分管理がしやすい。是非とも前向き
な考えを願う。
〈村長〉
村内の後継者がフランスへ研修、経験もあるため提案。

ふるさと納税を活用し、将来立野ダム周辺にも推進し、
商品化を目指す。
〈農政課長〉
玄米購入の重要が増加、害虫による食害や茶米の除去

対策、色選は現在整備しているそば乾燥調製施設へ導入
する。精米の過程で白米生産時には二重検査となる。現在
水加工施設にあるものを移設する。
〈工藤議員〉
色選導入の件について、JA米の品質の件では納得が

いかない。
〈今村輝宏議員〉
ワイン用ぶどう栽培の長期的計画は。

〈農政課長補佐〉
栽培開始からぶどうは3年後、商品は5年後、ワイン

販売は7年後の生産となる。ワイン生産は25aで2,000本
を予定している、菊鹿ワインは1本あたり5,400円で販売
している。生産しているこの地域に来ないと飲めないと
いうプレミアム化を図り、観光客への呼び水としたい。

白水地区の指定管理料を上げてない。説明を。
〈工藤議員〉
4月に統合した第3セクター、あそ望の郷の管理料を

別々に出す必要があるのか。性格として当初に計画すべき
ものではないか。
〈産業観光課長〉
指定管理の管理運営は契約期間5年間の基本協定書、

年度毎に締結する年度協定書により、指定管理料を定め
ている。よって基本協定書でゼロ円となっているので計上
していない。決算状況により年度内に手当てをさせていただく。

農地災害復旧費助成金、今後は
〈後藤議員〉
農地が被害を受けたので、負担が平等になるような

施策と、今後も農地復旧のため柔軟な対応を。
〈農政課長〉
残事業で31年度100件、3,000万円を計上、何らかの理由

により事業が実施できていない部分があるため、広報等で
周知する。

観光地域づくり戦略助成金とは
〈桐原議員〉
事業の内容を詳しく説明願う。

〈産業観光課長〉
地方創生交付金事業により、㈱くまもとDMC※と協働して、

「みなみあそ観光局」の開設を行う。特産品開発、人材育成、
運営支援を行う。電動バイクのツアープランも含まれる。

その他の質問
〈山室議員〉
・白水地区統合小学校、制服はどうするのか

〈橋本議員〉
・働き方改革が4月から実施…（要望）
・歳入歳出の詳しい説明を

〈笠野議員〉
・給与に関する条例改正とは
・敬老金等の支給に関する条例の改正の理由は
・阿蘇南登山道観光バス実証運行委託とは
・消防詰所建設工事・災害復旧工事は
・観光地域づくり戦略助成金とは
・コミュニティーセンター（モンベル）の活用は
・災害公営住宅…菜園の準備は

〈工藤議員〉
・指定管理料の在り方について疑問
・村直営の長陽憩の家、再開の目途は

〈桐原議員〉
・明神池水草除去周辺整備委託は

〈丸野議員〉
・臨時スクールバス運行業務委託とは

〈今村竜喜議員〉
・村マラソン大会（仮称）助成金とは

〈栃原議員〉
・簡易水道特別会計の報償費は

〈今村輝宏議員〉
・害獣被害防止フェンスの調査依頼していた、その後は

追加説明
〈政策企画課長〉
グリーンピアの廃棄物撤去の件を報告。

委員会での主な審議内容

地域銀行（肥後銀行）と自治体（熊本県）が出資する「日本版
DMC（目的地型観光振興会社）」の日本国内で初の事例として
2016年12月に設立されています。

※株式会社くまもとDMCは
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